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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　垂直状態のパイプ状本管の外周囲に弁室を有する椀状のボデーを同心円状に設け、前記
ボデーの下方開口部には、前記本管内が負圧になったとき開き、通常は自重により閉止し
ている通気弁機構を設け、前記ボデーの下方で、前記本管の同心状の外周囲には、前記通
気弁機構を介して取り込んだ空気を前記本管内に導くための環状の導管を垂直状態に設け
ると共に、前記導管の下方で、かつ前記本管の外周囲に環状の逆止弁を配置し、この逆止
弁は、フロート機能を有し、水位によって前記本管の外周囲を浮上したとき前記導管の開
口部を閉止するように設け、前記導管の下方には、前記本管に垂直状態に連通し、かつ、
下端に排水管に垂直状態に連通する接続部をもつ接続部材を配設したことを特徴とする排
水用通気装置。
【請求項２】
　上記通気弁機構の外周囲に滞留水を収集する収集溝と上記導管とを連通口で連通させた
請求項１に記載の排水用通気装置。
【請求項３】
　前記本管の管状下端を、前記環状の逆止弁の位置より下方に突出させた請求項１又は２
に記載の排水用通気装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
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本発明は、住宅等の建物に設けられた台所の流し台・洗面器具・浴槽の排水部・便器等の
排水トラップ等を含む排水管或は排水立て管等の所定位置に配設する排水用通気装置に関
する。
【０００２】
【従来の技術】
この種の排水管は、排水時の通気不良が原因で排水が流れにくくなったり、臭気が発生し
たり、或は排水を原因とする騒音が発生する等の各種のトラブルが起きている。そこで、
従来より、これらの問題を解決するための技術が提案されている。
【０００３】
例えば、特開平９－１２６３３３号公報は、排水管に接続管を接続し、この接続管に外方
斜め状態に分岐管を設け、この分岐管に通気弁と逆止弁を有する通気管を備えた装置であ
る。
【０００４】
また、特開平６－３４６４９６号公報は、排水トラップよりも下流側の本管へ大気を連通
する通気孔を設け、この通気孔に内圧が負圧になったとき開放する弁を設けた装置である
。
【０００５】
その他、特公平１－３５２３５号公報は、弁室に空気入口を設け、この入口を開閉するリ
ング形状可動弁体よりなる連結弁をパイプラインの途中に設けたものである。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の通気弁装置には、次に示すような課題点を有している。
即ち、特開平９－１２６３３３号公報に開示されている装置は、排水管から分岐した分岐
管とこの分岐管に取付ける通気弁の設置スペースが必要となり、例えば、洗面器具のキャ
ビネットの内部に、この種の装置を設置すると、内部のスペースが余分に占有されて狭く
なり、キャビネット内の利用の妨げとなる。また、この場合、装置部品を現場で組み立て
る必要があるため施工が難しく、しかも、自重着座式通気弁は、垂直に取付ける必要があ
り、この作業は困難であり、通気弁が少しでも傾くと、弁機能が損なわれ、臭気漏れが起
きる可能性がある。
【０００７】
また、特開平６－３４６４９６号及び特公平１－３５２３５号公報に記載の装置は、排水
管の外周空間を有効に活用することができるものの、排水管に設置した場合、異物が弁機
構等に詰まる事態が生じたり、排水が逆流すると、通気孔から排水が流出するおそれがあ
る。
【０００８】
本発明は、従来の上記の課題を解決するために開発したものであり、その目的とするとこ
ろは、装置のコンパクト化を図り、しかも、排水管への取付施工を容易に行えるようにし
、また、装置を設置したときに垂直度を確実に得られるようにすることにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　上記の目的を達成するため、請求項１に係る発明は、垂直状態のパイプ状本管の外周囲
に弁室を有する椀状のボデーを同心円状に設け、前記ボデーの下方開口部には、前記本管
内が負圧になったとき開き、通常は自重により閉止している通気弁機構を設け、前記ボデ
ーの下方で、前記本管の同心状の外周囲には、前記通気弁機構を介して取り込んだ空気を
前記本管内に導くための環状の導管を垂直状態に設けると共に、前記導管の下方で、かつ
前記本管の外周囲に環状の逆止弁を配置し、この逆止弁は、フロート機能を有し、水位に
よって前記本管の外周囲を浮上したとき前記導管の開口部を閉止するように設け、前記導
管の下方には、前記本管に垂直状態に連通し、かつ、下端に排水管に垂直状態に連通する
接続部をもつ接続部材を配設した排水用通気装置である。
【００１０】
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　この場合、上記通気弁機構の外周囲に滞留水を収集する収集溝と上記導管とを連通口で
連通させることによって、導管と通気弁機構とを同圧にする機能と、ドレンを排水管内へ
排出する機能を発揮している。また、前記本管の管状下端を、前記環状の逆止弁の位置よ
り下方に突出させて、跳水などの排水の異物が逆止弁に付着しないようにしている。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明における排水用通気装置の一実施形態を図面に従って説明する。
図１は、排水用通気装置を洗面器具の排水管に設けた例を示す一部切欠き正面図であり、
図中１は排水用通気装置であり、この装置１を例えば、洗面台２の排水管３，３の途中で
、トラップ部４の下流側近傍位置に装着する。
【００１２】
図３において、排水用通気装置１は、パイプ状の本管５とこの本管５に一体又は別体に設
けたパイプ状の接続部材６より成り、本管５と接続部材６の端部を排水管３，３に接続す
る。
【００１３】
本例においては、本管５に形成した螺子部５ａと接続部材６に形成した螺子部６ａとに、
ナット７とパッキン８よりなる継手９，９により排水管３に接続している。この継手構造
は、排水用通気装置１を接続する排水管３の種類や設置場所等によって変更し、その継手
構造と手段は、実施に応じて適宜に選択するものとする。
【００１４】
また、本管５の外周囲の下方に開口部１０ａを有する椀状のボデー１０を一体に又は別体
に本管５と同心円状に設ける。この開口部１０ａには、外側の環状弁座１１と内側の環状
弁座１２を有し、その間に空気流入口１３を設け、かつ本管５の外周に吸気した空気を本
管５内へ導く導管１４を設けた通気部材１５を嵌着させる。１３ａは、環状弁座１１，１
２を接続するために放射状に設けたリブである。
【００１５】
図２及び図４に示すように、排水管３内の気圧が降下したとき、外部より吸気するために
昇降する通気弁機構１６をボデー１０内の弁室１７内に設ける。この通気弁機構１６は、
円形の案内孔１８ａを有する保持材１８にゴム等の材料で形成した環状の可撓部材を取付
けた弁体１９を本管５或は導管１４を案内されながら弁室１７内を昇降動し、通常は自重
により環状弁座１１，１２に着座する自動着座式になっており、管内が負圧になると、そ
れに応答して大気圧によって持ち上げられて開放するものである。
【００１６】
図４において、環状弁座１１の外周囲に滞留水を収集する収集溝２０を設け、この収集溝
２０と導管１４とを連通口２１で連通させることによって、導管１４と通気弁機構１６と
を同圧にする機能と、弁室１７内で発生する結露水等のドレンを排水管３内へ排出する機
能を有している。
【００１７】
また、図５に示すように、逆止弁２２は、ゴム等の可撓性の材料で形成した逆止弁体２３
の下面に、一体に又は別体に環状の逆止フロート２４を設けたものからなり、逆止フロー
ト２４の逆止弁体２３との接触面は、凸面２４ａを有し、この凸面２４ａにより逆止弁体
２３の可撓性を確保して導管１４の下端に設けた開口部である逆止シート２５との密封性
を高めている。
【００１８】
この逆止弁２２は、通気部材１５の下方を膨出させて空気の通過路１５ａを形成し、この
膨出領域に放射状のリブ２６を設けて逆止弁２２の昇降の案内をしており、また、接続部
材６の膨出部分に放射状の突起片２７を設けてこの突起片２７の上端に逆止弁２２が載置
されている。接続部材６は、通気部材１５の膨出部分に嵌合状態に接続されている。更に
、図５に示すように、本管５の下端部を逆止弁２２の位置より下方に突出させて、跳水な
どで排水の異物が逆止弁２２に付着するのを防止している。
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更に、逆止弁２２は、本管５を囲む環状をなしており、しかも、突起片２７の上端に載置
されているため、逆止弁体２３や逆止フロート２４が本管５内へ流出することのない構造
としている。
【００１９】
次に、上記の実施形態の作用を説明する。
３において、排水管３内の圧力が大気圧と同じ時には、弁体１９は、その自重によって弁
座１１，１２に着座し、この弁体１９によって空気流入口１３は閉じられた状態にある。
【００２０】
次いで、例えば図１に示すように、洗面台２を使用後に水を排水する際に、排水管３内の
圧力が負圧となることにより、導管１４を介して排水管３内と連通している弁室１７内の
圧力が大気圧よりも負圧になり、この負圧に応じて弁体１９が大気圧によって持ち上げら
れて流入口１３を開き、空気を取り込むので、洗面器具に設けられているトラップ部４内
の封水損失を少なくし、破封に至らないようにしている。
【００２１】
次いで、管内圧力が正圧となった場合には、弁体１９が着座し、流入口１３を閉じ、臭気
を外部に流出しないようにしている。
【００２２】
更に、図４に示すように、通気弁機構１６の外周囲に滞留水を収集する収集溝２０と導管
１４とを連通口２１で連通させることによって、導管１４と通気弁機構１６とを同圧にし
て、通気弁機構１６への負圧伝播の機能を発揮するようにしていると共に、結露水等のド
レンを排水管３内へ排出する機能も発揮している。
【００２３】
また、図５に示すように、逆止弁２２はフロート機能を有し、排水の水位によって逆止フ
ロート２４とともに浮上したときに、導管１４の逆止シート２５を閉止するようにして通
気弁機構側に排水が逆流するのを防止している。
【００２４】
なお、上記の例は洗面台について説明したが、台所の流し台・浴槽等の排水部・便器等の
排水トラップ等を含む排水管或は排水立て管等に広く用いることができる。
【００２５】
【発明の効果】
以上のことから明らかなように、請求項１に係る発明によると、コンパクトな排水用通気
装置を得ることができ、キャビネット等の空間を有効に活用することが可能となり、また
、排水管への接続作業のみで施工が完了し、しかも、この通気装置は、垂直に配管されて
いる排水管に取り付けられるので、通気弁機構が必要とする垂直度を容易に確保すること
ができるため、自重着座式通気弁が確実に作動して臭気漏れ等の事態が発生するおそれが
ない。
【００２６】
上記通気弁機構の外周囲に滞留水を収集する収集溝と導管とを連通口で連通させることに
よって、結露等で滞留した水を排水管内へ排出することができ、しかも、導管と通気弁機
構とを同圧にする機能も有しているので、通気弁機構を必要時にのみ確実に作動させるこ
とができる。
【００２７】
また、例えば、排水下流のトラブルにより排水が逆流しても、逆止弁機構を設けているの
で、水漏れ等の心配もなく、しかも、排水逆流時にのみ逆止機能が発揮する等の有用な効
果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明における排水用通気装置を洗面器具の排水管に設けた例を示す一部切欠き
正面図である。
【図２】図１における排水用通気装置の構成部品を分離して示した斜視図である。
【図３】排水用通気装置の拡大縦断面図である。
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【図４】図３における通気弁機構が開口した状態を示す部分断面図である。
【図５】図３における逆止弁で閉止されている状態を示す部分断面図である。
【図６】図３のＡ－Ａ線断面図である。
【符号の説明】
１　排水用通気装置
２　洗面台
３　排水管
５　本管
１１　環状弁座
１２　環状弁座
１３　空気流入口
１４　導管
１６　通気弁機構
２０　収集溝
２１　連通口
２２　逆止弁
２３　逆止弁体
２４　逆止フロート

【図１】 【図２】
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【図５】
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